
改善箇所説明図① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト(上側)の頭に黄ペンを塗布する。 

 

 注）       は、プログラムを修正する部品を示す。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、エンジン制御コンピュータの制御プログラムを対策プログラムに修正する。 

エンジン制御コンピュータにおいて、ハイブリッドシステムの起動条件が不適切なため、プ

ッシュボタンスタートをオフしてから約８秒後にオンして再始動した場合、マイルドハイブ

リッド用バッテリーのリレー回路が接続できないことがある。そのため、メータに「ハイブ

リッドシステム異常」のメッセージが表示され、エンジン警告灯も点灯してトランスミッシ

ョンがＮレンジに固定され、走行できなくなるおそれがある。また、プッシュボタンスター

トをオフしてから約９０秒以内はエンジンを始動できない。 

基準不適合発生箇所 

エンジン制御コンピュータ 



改善箇所説明図② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト(上側)の頭に黄ペンを塗布する。 

 

 注）       は、プログラムを修正する部品を示す。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、エンジン制御コンピュータの制御プログラムを対策プログラムに修正する。 

エンジン制御コンピュータにおいて、故障判定する条件が不適切なため、アイドリングス

トップによりエンジンが停止する際、アクセル操作等でエンジン停止が中断されると、一

時的に、燃料噴射気筒を正しく判定できなくなることがある。そのため、その時に故障と

して誤判定することで、燃料噴射を禁止し、燃料噴射気筒を正しく判定するまで燃料が噴

射できず、走行中の場合は車両が減速し、停車中の場合はエンジンが再始動できないおそ

れがある。 

基準不適合発生箇所 

エンジン制御コンピュータ 



改善箇所説明図③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別： 右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト(上側)の頭に黄ペンを塗布する。 

 

 注）       は、プログラムを修正、更新する部品を示す。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、電気駆動制御コンピュータの制御プログラムを対策プログラムに修正する。併せ

てエンジン制御コンピュータの制御プログラムを、電気駆動制御コンピュータの対策プロ

グラムに適応したプログラムに更新する。 

電気駆動制御コンピュータにおいて、フェイルセーフの作動条件が不適切なため、プラグ

インハイブリッド用インバータの冷却異常が発生した場合にモータの運転を制限しても、

インバータが過熱することがある。そのため、そのまま使用を続けた場合、エンジン警告

灯やハイブリッドシステム警告灯が点灯し、フェイルセーフが作動してモータの運転を停

止する際、同時にエンジンの運転も停止し、走行できなくなるおそれがある。 

基準不適合発生箇所 

電気駆動制御コンピュータ 

エンジン制御コンピュータ 



改善箇所説明図④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト(上側)の頭に黄ペンを塗布する。 

 

注）     は、対策プログラムに修正する部品を示す。 

 

改善の内容 

全車両、ビューモニターユニットの制御プログラムを対策プログラムに修正する。 

ビューモニターユニットにおいて、システムの起動条件が不適切なため、起動時にサイ

ド及びバックカメラに切り替えるシステムが起動しないことがある。そのため、i-

ACTIVSENSE 警告灯が点灯し、ビューモニターユニット異常を知らせるメッセージがメ

ータ内ディスプレイに表示される。また、サイド及びバックカメラの映像が表示できな

いおそれがある。 

ビューモニターユニット 

基準不適合発生箇所 



改善箇所説明図⑤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：右リヤドア・ロアヒンジ取付けボルト(上側)の頭に黄ペンを塗布する。 

 

注）     は、対策プログラムに修正する部品を示す。 

 

 

改善の内容 

全車両、ビューモニターユニットの制御プログラムを対策プログラムに修正する。 

ビューモニターユニットにおいて、システムの処理条件が不適切なため、再起動時にメ

モリをリセットできないことがある。そのため、メモリ不足により画像処理が遅くなり、

センターディスプレイの映像が乱れ、黒画になることで、サイド及びバックカメラの映

像が表示できないおそれがある。 

ビューモニターユニット 

基準不適合発生箇所 


